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学術の発展と人類の幸福のために

子安 増生
　「論理と感性の先端的教育研究拠点」の採択、おめでとうござ

います。

　グローバルCOEの前身の 21世紀 COEプログラム平成 14 年度

採択分のうち、「心」を研究する４つの拠点（北海道大学、慶應

義塾大学、お茶の水女子大学、京都大学）が引き続きグローバル

COEとして活動を継続できるようになったことは、まことに欣快事

です。また、慶應義塾大学グローバル COEが「ロゴスとパトス」

の関係という古典的かつ現代的なテーマを設定されたこと、その

慧眼に敬意を表させていただきます。

　京都大学でも、21世紀 COE「心の働きの総合的研究教育拠点」

を発展的に継承した「心が活きる教育のための国際的拠点」が採

択されました。心理学分野と教育学分野の有機的連携により、実

証学・実践学・臨床学の三学を柱とし、「幸福感の国際比較研究」

を実施し、国際的ネットワークづくりを進めていきたいと考えており

ます。慶應義塾大学ともグローバルCOEの活動を通じて今後一層

の連携を深めていきたいので、よろしくお願い申し上げます。

　まことにタイミングがよいことに、慶應義塾大学と京都大学とは

「ヒト・社会・地球」のための連携協力を推進するため、2007年 9

月27日に連携協力に関する基本協定書に調印いたしました。協定

が目指すところは次の3点です。

（1） 基礎から応用までの各領域での共同研究・研究協力の推進。

（2） 大学の博士課程以上の学生・ポスドクの研究における武者修

行の場。

（3） 一校だけではできない、より大規模な研究国際ネットワークの

構築・発展。

　グローバル COEの巨額の資金が一大学や一研究分野の発展

だけを目指すものにすぎなければ、国民からの理解と支持は得ら

れません。学術全体の発展と人類の幸福に貢献することによって、

拠点の説明責任を果たすとともに、そのような活動を通じて研究者

の心も活きてきます。重ねてよろしくお願いします。
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